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壁面勾配：3 分から1割。

壁 高 さ ：山留め 最大 8 m 程度まで。

「京都大学大学院工学研究科」

「昭和機械商事 株式会社」

産学協同研究

NETIS 登録番号 KK-160001-VE 

大型円筒金網 ：鉄線径 φ 5 mm（網目 100 mm）および φ 6 mm（網目 100 mm）の溶接金網

コイル φ 6 mm，溶融亜鉛－10 % アルミニウムめっき

小判型 ：幅 0.9 m，奥行1.35 m，高さ 1.0 m，鉄線径 φ 6 mm（本体），4及び 5 mm（上下蓋）

ハーフサイズ ：直径 0.9 m，高さ 0.45 m，鉄線径 φ 5 mm（網目 75×100 mm），コイル φ 6mm

溶融亜鉛－10 % アルミニウムめっき

上蓋    ：鉄線径 φ 4 mm，ひし形金網（網目 100 mm），コイル φ 4 mm

底蓋       ：鉄線径 φ 4 mm，溶接金網（網目 100 mm），コイル φ 4 mm

溶融亜鉛－10 % アルミニウムめっき

＊）上蓋（標準及びハーフ），上下連結材及び吊り上げ金具はオプション品。

国土交通省建設技術研究開発助成

本工法は，山間地の斜面災害や河川護岸の

災害における復旧を目的に，国土交通省より

平成24年度から3ヶ年にわたり建設技術研究

開発の助成を受け開発した工法です。

主な部材

中 詰 材

割栗石，15 ～ 20 cm。現地採取材など，

15 cm 以上，最大30 cm程度。内側にトリ

カルネット等を張ることによって，粒径の小さい

中詰材に対応可能となります。

「国土交通省建設技術研究開発助成制度」開発工法

2 | クレーン等で吊っても型崩れしません！

1 | 高耐久性アルミ合金めっき部材を使用した恒久的かご工

3 | 栗石の中詰めもバックホウでらくらく！

クレーンで吊れる大型円筒金網

®

大型円筒金網

特許番号・特許第6203671号 
 特許第6272261号 

 特許第6837245号 

平成29年度  地盤工学会賞(技術開発賞) 受賞
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チェーン
CWR-C6.3

「かご丸くん」の        長 

山間地斜面の災害復旧，切土・盛土の山留工

河川護岸の災害復旧，谷止め工

・半円筒の金網を重ね合わせた状態により現場へ搬入するため，かさ張りません。

・組立てが簡単。

・かご丸くんは型崩れしないので，機械化施工により割栗石の中詰め作業ができます。

・かご丸くんをクレーンで吊ることができるので作業が早い。

・かご丸くん複数個をチェーンで緊縛するため，安定性が高い。

・長期耐久性に優れています。

亜鉛－10％アルミニウム合金めっき（300 g/m2 以上）鉄線を用いた先めっき溶接金網

を使用。通常の亜鉛めっきよりも，同じ付着量で約 2 倍の耐食性を有しています。

基本形状

標準配置 小判型を用いた配置

① コイルを用いて半円筒金網を連結 ② コイルにより底蓋を固定

③ 円筒金網を逆さまにして割栗石を投入 ➃ 割栗石上面を人力により整え,

コイルを用いて上蓋を取付

⑥ 現地に設置・緊縛して完成 ⑤ バックホウによる吊上げ

特

かご丸くんの組立手順
用 途
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*かご丸くん小判型（吊り上げ状態）

  幅0.90×奥行1.35×高さ1.00（m）

小判型で現場打ちコンクリートの手間を解消

従来：既設への突き当ては
現場打ちコンクリートとしていた

単粒度砕石
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堆砂域

谷止め工
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コイル

(1)コイルを用いて半円筒金網を連結する

コイル ①

①
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②

①

上下連結材

上下連結材

チェーン

上下連結材

※図中の上下連結材（○）は河川構造物の場合などに使用する。
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＊京都大学  防災研究所  宇治川オープン
ラボラトリーにおいて実物大実証実験
を行った
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